
 

 

FTA (Fault Tree Analysis)  

 リスク評価手法の一つ。あるシステムの故障を

頂上として、故障を発生させる可能性のある事象

を下位に向かって列挙し結んでいくことでフォル

トツリー（Fault Tree）を作成し、それぞれの事

象によりシステムが故障する確率を算出する手法。 
 多重的なシステムを単純な構造で表現できるた

め、視覚的な解釈が容易である。一方、頂上事象

に設定された故障に無関係な事象は解析されない

欠点がある。 
 橋梁への活用イメージを図に示す。落橋を頂上

事象とし、そこへ至る欠陥事象の確率を掘り下げ

ることにより、頂上事象の起こりうる確率が計算

できると考えられる。 
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図 . 橋梁のフォルトツリー（Fault Tree）のイメージ  
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ETA (Event Tree Analysis)  

 リスク評価手法の一つ。あるシステムの故障を

もたらす事象を左端に配置し、その事象の進展を

阻止するための機能を右側に列挙し、「成功」「失

敗」の２通りの分岐により結んでいくことでイベ

ントツリー（Event Tree）を作成し、最終的な

事象である事故が発生する確率を算出する手法。 
 ある事象の事故への進展状況が順を追って把握

できるため、事象の進展を防止するための対応策

が立てやすい。一方、対応策の効果を成功、失敗

の２通りの分岐で結ぶため、部分的な成功（失

敗）などは表現できない。また、進展状況を分析

する手法であるため、システム全体を分析するこ

とは困難である。 
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図 . 橋梁のイベントツリー（Event Tree）のイメージ  
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FMEA (Failure Mode and Effects Analysis) 
 比較的規模の大きい施設などを対象にしたリス

ク評価手法の一つ。あるシステムの故障をもたら

す不具合要素である故障モード、イベント等を網

羅的に列挙し、それぞれの故障モードについて、

発生する確率やシステムに及ぼす影響の大きさを

評価することにより、重大な故障を予防する手法

である。 
 システムを橋梁の損傷や危険性に置き換えるこ

とで条件や要因等を幅広く抽出・整理することに

有用である。 
 橋梁への活用イメージを表に示す。部材ごとに

不具合要素である損傷とその要因を網羅的に列挙

し、それぞれの損傷発生確率を評価することによ

り、リスクマトリックス（発生頻度×影響度）の

作成に必要な発生頻度を評価することができる。 
表 . 橋梁のFMEA活用のイメージ  
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